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Webブラウザ対応監視ソフト
SCADALINX HMI Ver.2（2）

は じ め に

　本稿はWeb ブラウザを利用する

サーバ・クライアント形のHMIソフ

トウェア「SCADALINX HMI（形式：

SSDLX）」Ver.2の機能紹介の2回目

です。

　前回は、Ver.2で追加された帳票機

能についてご紹介しました。今回

は、リモートI／O（Modbus通信）への

対応および4点警報と強化されたア

ラーム機能についてご紹介します。

1．リモート I／O
（Modbus通信）対応

　SCADALINX HMI Ver.1で接続で

きる機器は、エム・システム技研独

自のL-Busプロトコル機器に限定し

ていました。Ver.2では業界標準とし

て世界的に普及しているオープン

ネットワーク、Modbus／TCPの接続

を可能にしました。

　すなわち、SCADALINX HMIをリ

モートI／O R3シリーズ、R5シリー

ズ（図1）、ネットワーク変換器（形

式：72EM-M4）などを介してリモー

トI／O R1Mシリーズ、R2Mシリー

ズおよびRZMSシリーズなど

に接続し、分散化された監視

システムを構築することがで

きます注1）。

2．4点警報機能

　SCADALINX HMI Ver.1 で

は、アナログ値の警報設定

は、上限・下限の2点だけで

した。お客様からの上上限・

下下限の警報設定ができれば

使いやすいというご要望にお

応えするため、Ver.2では4点

警報機能を追加しました。

　4点警報機能の概要につい

て、まずご説明します。

�　（1）4点警報タグの登録

�　図2は4点警報の設定画面

です。1チャネルのアナログ

入力に対して上限・上上限・

下限・下下限アラームを設定

する際には従来の方法では、

それぞれ 4 つのアナログア

ラームタグを登録し、それぞ

れのプロパティ画面にてそれ

ぞれの発生条件を設定する必

要がありました。しかし今

回、アナログアラームタグの

アラーム種別に「4点警報」を追加し

たことにより、1つのタグ、1つのプ

ロパティ画面にて4つのアラームの

登録が可能になり、効率の高いエン

ジニアリング作業ができるようにな

りました。

　（2）フェースプレート

図2　4点警報の設定画面

図3　4点警報のフェースプレート
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　モニタ画面のフェースプレートと

して4点警報アナログアラームタグ

を指定することが可能になりまし

た。4点警報フェースプレート（図3）

を使うことによって、アラームの発

生条件や状況を視覚確認することが

できます。

3．アラーム機能の強化

　（1）アラーム限界値の四則演算式

　アナログアラームの発生条件であ

る限界値については、限界値計算式

として定数値だけではなく、複数の

プロセスタグ値や定数値を組み合わ

せた四則演算式が設定できます注2）。

また四則演算式を入力するための支

援機能も備えています（図4）。

�　（2）アラーム限界値をモニタ画面

から変更

　他のプロセスタグ値を変数とし

た、限界計算式を設定できる

ようになったことにより、ア

ラーム限界値をモニタ画面

から直接変更できるように

なりました。

　限界値計算式中に呼び出

されているプロセスタグ値

を、モニタ画面から変更した

場合には、アラーム限界値も

限界値計算式に応じてリア

ルタイムに変更されます。ま

た、アナログ4点警報タグを

使用すれば、運転中にチュー

ニング画面からアナログ値

の状態を確認しながら限界

値を変更することが可能で

す注3）（図5）。

�　（3）アラーム発生／復帰時

に操作出力を発生できます

　アラーム発生時に、他のア

ナログ／デジタル出力プロセ

スタグにアラーム状態を出力

する設定を行うことができま

す。この出力値には、定数値

以外にもプロセスタグを設定

することができます。プロセ

スタグをアナログ出力値とし ＊SCADALINXは、エム・システム技研の登録商標です。

表1　アラームタグの仕様

図4　限界値計算式

図5　チューニング画面から限界値を変更

図6　アラーム出力の設定画面

注1）SCADALINX HMIで利用できるリモー
トI／O機器の機種については、仕様書
あるいはホットラインへのお問合せに
て、ご確認ください。

注2）限界値計算式には半角256 文字まで設
定可能です。また限界計算式中にはプ
ロセスタグ値は 6 個まで使用可能で
す。

注3）チューニング画面での4点警報アナロ
グアラームタグの限界値設定は、図4
の限界値計算式で四則演算を含まない
プロセスタグが1個だけ指定されてい
る場合に可能です。

タグの種類
 アナログアラーム（上限、下限、偏差上限、偏差下限、変化率、

 4点警報）、デジタルアラーム

タグ名の文字数 最大半角16文字、英数字とハイフン（-）、アンダスコア（_）
 のみ（全角文字使用可能）

タグコメントの文字数 最大半角16文字（全角文字使用可能）

最大タグ数 アナログアラーム10000（4点警報時は最大5タグ分使用）、
 デジタルアラーム1000

て使用すると、運転中に出力値を変

更することが可能です（図6）。

　出力プロセスタグにアラーム状態

を出力することにより、アラーム発

生時に警報灯を動作させるなどのシ

ステム構築が可能になりました。

　表1にアラームタグの仕様を示し

ます。

お わ り に

　以上、2回にわたってSCADALINX

HMI Ver.2 の機能についてご紹介し

ました。今後も、お客様からのご要

望にお応えして機能の追加充実を

図って参ります。どうぞご期待くだ

さい。　　　　　　　　　　　　■
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● こんなことがしたいが何かいい方法はないか
● すぐに変換器がほしい
● 製品の接続がわからない
● 資料を読んでも内容がわからない
● 納入された製品が動かない

● 定価を知りたい
● 納期を知りたい
● カタログ、資料がほしい
● セミナーに参加したい
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 変換器のことなら何でもお電話ください。すべてのご要望に 

このような 
経験があり 

ホットラインフリーダイヤル

野村　昌志

図1　MXVの前面パネル図と設定方法

　変換器の予備品を少な

くするために、DC0 ～

5V、DC0～10Vなど、値

が異なる測定対象からの

測定信号をDC4～ 20mAに簡単に変換する信号

変換器はないでしょうか。

　デジタル設定形 直流入

力変換器（形式：MXV）が好

適でしょう。MXVはケー

ス前面に設定用のデジタ

ル表示と設定ボタンをもち、押しボタン操作で入

力レンジを変更することが可能です。今回の例に

ついて言えば、入力信号の形式コードとして「S2：

入力範囲DC－10～＋10V）」をご選定いただくこ

とで、このレンジの範囲内で任意の入力値範囲を

設定することが可能です。なおMXVには、デジタ

ル表示部に入力値をスケーリング表示（実量値表

示）できること、また出力側のループテストを行う

ために入力信号に関係なく任意の信号を出力でき

ることなど、便利な機能が備わっています。【山村】

　現在、2線式発信器か

らの入力をPV信号とす

るコントローラの動作

チェックを行う際、ハン

ディタイプのキャリブレータを使用し、個別に

模擬入力によってチェックしています。この

キャリブレータの代わりに、PLCからの信号を

使ってコントローラを調整したいのですが、

PLCとコントローラの間に入れる変換器はあり

ますか。設定値は固定し、PVを変化させて、MV

出力値をPLCで確認することを考えています。

　超小形2線式端子台形

の直流入力変換器（形

式：B5VS）の採用をご提

案します。B5VSは2線式

変換器であるため、PLCからの信号（たとえば

DC1～5V）を入力とし、出力側（DC4～20mA）を

コントローラの入力端子に接続することによっ

て、PLCからの信号による模擬入力チェックが

可能です。　　　　　　　　　　　　　　【井上】

図2

DATA

ITEM

PL4

PL3

PL2

PL1
DATAITEM

ITEM
番号表示器

DATA入力用
UP･DOWNキー
ITEM番号
UP･DOWNキー

DATA表示器

極性表示ランプ

接点入力表示ランプ

●設定方法 
①ITEM□または□で01を表示
②DATA□または□で1を表示→DATA表示
　 　　   2を表示→全DATAを変更可能にするとき
③ITEM□または□で変更したいITEM番号を表示
④DATA□または□で入力したいDATAを表示
⑤   ③ 　 ④を繰り返す（キー操作完了1秒後にDATAが格納されます）
⑥ITEM□または□で0 1を表示
⑦DATA□または□で1を表示
⑧ITEM□または□でＰを表示（DATAはPVを表示）
  （この状態でITEM□または□でDATAを表示・確認できます）

→←

注）同時に2つ以上のボタンを押さないでください。

キャリブレータ

PLC

MV出力

MV

PV

PV

  コントローラ
（PV信号：2線式発信器入力）

  コントローラ
（PV信号：2線式発信器入力）

直流入力変換器
（形式：B5VS）

DC1～5V DC4～20mA
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 お応えできます。クレームについても対応します。

 悩みをかかえた
 ませんか？

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。    

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp

雑賀　正人

図3

　大学病院で、手術中に

手術室内の各設備（約 50

点）の電源電流がどのくら

い使用されているのか、

設備ごとにトレンドを記録したいと考えていま

す。さらに手術室全体の使用電流の合計値も併せ

て記録できる製品、システムはありますか。

　ハードウェアとしては

リモートI／O R3シリー

ズ、入力カードにはクラン

プ式交流電流センサCLSB

用 交流電流入力カード（形式：R3-CT8B）、そして

パソコン側のソフトウェアについては2048チャネ

ル対応クライアント／サーバ形 PCレコーダソフ

トウェアMSRpro（エムエスアールプロ）（形式：

MSR2K）をご使用いだだくことで対応可能です。

電流センサとしてはクランプ式交流電流センサ

（形式：CLSB-10、0～100A用）を使用するため、

動力線を断接することなく簡単に測定できます。

また、MSR2Kには各電流値の測定機能だけでな

く演算機能もあるため、合計値と各電流値のトレ

ンドを記録することが可能です。なお、演算機能

としては、四則演算のほかに開平演算、論理演算、

折れ線演算なども行えます。　　　　　　【吉村】

受電

  交流電流入力カード
（形式：R3-CT8B）

クランプ式交流電流センサ
CLSB-10

※ CLSBには、CLSB-10のほかに下記の種類があります。
　 CLSB-05：  50A以下、CLSB-20：200A以下
　 CLSB-40：400A以下、CLSB-60：600A以下

CLSB-10

Ethernet

CLSB-10

リモートI／O
R3シリーズ

MSRpro
（形式：MSR2K）

通信カード

電源カード

※

（株）エム・システム技研　関西支店　大阪第1営業部　TEL. 06-6446-0040／ FAX. 06-6446-0086

会　　期： 2006年5月24日（水）～26日（金）
開催時間： 10：00～17：00

会　　場： インテックス大阪　1・2号館

 エム・システム技研ブース番号：1-55
（インテックス大阪 http://www.intex-osaka.com/）

・電力用I／Oもラインアップ！組合せ自由形リモートI／O　R3シリーズ

・電力監視ソフトウェア　MSReco

・2048チャネル対応クライアント／サーバ形PCレコーダ　MSRpro

・クランプ式交流電流センサ　CLSA／CLSB

・電力マルチメータ　・少点数入出力ユニット　R7シリーズ

・避雷器付スイッチングHUB

http://www.jeca.or.jp/exhibition/index.html

（ただし、初日10：30～17：00、最終日10：00～16：00）

←MSReco
　画面例エムエスアールエコ

エムエスアールプロ

「2006電設工業展」は5月24日より3日間、インテックス大阪にて「地球環境に貢献する電設テクノロジー」をテーマとして出展
  社154社、444小間の規模で開催されます。エム・システム技研では新しい電力監視システム・電力ロガーなどの新製品を提案出
  展します。ぜひ会場にてご覧ください。

エム・システム技研の主な出展機器（新製品を多数展示・紹介します）

「2006電設工業展」についてのお問合せ先

CLSB
クランプ式交流電流センサ

CLSA
リモートI／O　R3シリーズ
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SCADALINXHMIのアプリケーション（1）
－MsysNetシステムの増設とSFDNのリプレース－

　今月から、エム・システム技研の

新製品、ならびにそれらのアプリ

ケーションに関連する話題をテー

マにした、「Interface ＆Network

News 2」の連載を開始します。

　今回は、既設のMsysNetシステ

ムの増設と、「監視 操作用ソフト

（形式：SFDN）」のリプレースを目

的として、「SCADALINX HMI（形

式：SSDLX）」を導入した例をご

紹介します。

システム改造の目的と内容

　既設のシステムは、中規模なプ

ラントの監視・制御を目的として、

SFDNとMsysNet機器を搭載した

PCとから構成されていました。こ

のシステムにおいて、監視対象設

備の拡張に伴い数十点の監視ルー

プを増設する必要が生じました。

また、SFDNを搭載しているPCも、

使用を開始して以来数年が経過し

たために、近い将来には交換する

必要があります。そこで今回、こ

れらを目的としてリモートI／O装

置（R 3 シリーズ）の追加と、

SSDLXを搭載したPCの増設を行

いました。既設システム、および

改造範囲を図1のシステム構成図

に示します。

改造工事の要求事項と対応方法

　今回のシステム改造工事におい

て条件になった主な要求事項とそ

の対応方法を以下に示します。

　（1）増設するSSDLXは、既設プ

ロセス、および増設する監視ルー

プの双方（すなわち、拡張したプ

ロセス全体）をカバーする：

　SSDLXには、「プロジェクトコ

ンバータ」というビルダーソフト

が備わっており、これを用いるこ

とにより、SFDNのプロジェクト

（ソフトウェアの設定内容）を

SSDLX用のプロジェクトに変換す

ることができます（ただし、ユー

ザーグラフィックおよび帳票を除

く）。

　今回の工事では、既設分の

SFDNプロジェクトをプロジェク

トコンバータにより変換し、これ

に増設分の監視ループ用のソフト

を追加することで、短時間で

SSDLXのソフトを構築することが

できました。

　（2）既設のプロセスはシステムの

改造工事中も運転を続ける（システ

ムは停止できない）：

　増設PC をネットワークに加入

させる際に、PCとMsysNet機器

の通信が瞬断しましたが、その間

も制御は停止することがありませ

んでした。

　（3）SSDLXの増設後も当分の間は

SFDNを併用し、将来は撤去する：

　SSDLXと SFDNは I ／ O 機器

（MsysNet機器）を共用しながら、

同一ネットワークで並列運転する

ことが可能であるため、当面

SFDNとSSDLXを併設していただ

くことにしました。

　以上のように、工事はスムーズ

に進行し、現在、システムは順調

に稼働しています。　　　　　 ■

【（株）エム・システム技研システム技術部】

＊MsysNet、SCADALINXは、エム・システム技研
　の登録商標です。

図1　システム構成図

ワンループ  
コントローラ  
（形式：ABE）

リモートI／O
（形式：SML）

NTT専用回線

L-Bus（Ethernet）

NestBus

L-Bus接続用
通信ユニット
（形式：72LB）

リモートI／O
（R3シリーズ）

プリンタ

HUB既設PC

プリンタ

HUB

Ai ×8

Ai ／Ao Ai ×32
Di ×64

Ai ×8 Di ×8

Ai ×4

 モデム
 インタフェース
（形式：SMDM）

  I／O一体形
 モデム
 インタフェース
（形式：SMM）

 50bpsモデム
（形式：MOD1）

MOD1

  Modbus／TCP  
（Ethernet）

既設MsysNet機器
増設設備
監視用機器

SCADALINX HMI（SSDLX）のカバー範囲監視 操作ソフト（SFDN）のカバー範囲

MsysNet用
監視 操作ソフト
（形式：SFDN）

監視 操作ソフト
SCADALINX HMI
（形式：SSDLX）
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PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダの納入実例

ハンディレコーダ（形式：50HR）によるデータ収集

【（株）エム・システム技研 システム技術部】

No.11

　今回は、PCレコーダシリーズの一つであるハンディ

レコーダをご紹介します。

　前回までにご紹介した PC レコーダは、パソコンや

タッチパネルを表示器として使用するパソコン記録計シ

ステムで、常時設置形ともいえます。しかしながら、設

備のメンテナンス・検査・試験あるいは試運転時などに、

長期間のデータ保存が目的ではなく、一定期間だけ現場

に機器を持ち込み、データロギングしたいというご要求

もあります。

　これを実現するのが、ハンディレコーダ（形式：50HR）

です。50HRは、本体単体で記録・表示できるオールイ

ンワンタイプの記録計です。

　その主な機能と特長を簡単にご紹介します。

　外形は、小形（B5サイズ、図1参照）軽量であり、手軽

に持ち運びができるハンディタイプです。電源は、ACア

ダプタまたは内蔵バッテリで動作するため、機動性にも

優れています。入出力部は、アナログ8点／16点入力用

（直流電圧、熱電対、測温抵抗体）と32点入力用（直流電

圧、熱電対）の3タイプを用意しており、いずれもチャネ

ルごとに絶縁されています。画面には、5.7インチ（240×

320ドット）のカラー液晶ディスプレイを採用しているた

め、現場でのデータ確認が容易です。収集したデータは、

フラッシュATAカードに保存でき、最速100msからの保

存を実現しています。データ解析用ソフトウェアとして

は、PCレコーダソフト（MSR128）が付属していますか

ら、フラッシュ

ATA カードを

50HR本体から

取り外して、パ

ソコンによる

データ解析が簡

単に行えます。

また、本体には

LAN ポートも

用意されていま

すから、Ethernetを経由して、MSR128による解析とリ

アルタイムでのロギングも行えます（図2）。

　次に、最近メンテナンス会社にご採用いただいた事例

をご紹介します。

　定期的に真空装置の点検業務を行っていて、装置内の

真空度・温度・圧力などの信号10点ほどを一定期間連続

測定してロギングし、装置の診断を行い合否を判断して

います。エンドユーザーの現場での作業になるため、手

軽に持ち運びが可能なハンディタイプである点とチャネ

ルごとに各種入力（直流電圧、熱電対、測温抵抗体）を任

意に設定できる点が決め手になり、ご採用いただきまし

た。

　50HRを使用する前は、装置に組み込まれているデジ

タル指示計を10分毎に目視測定し、手書きでメモを取

り、レポートを作成していました。50HRを採用するこ

とにより、自動的にデータ収集を行ってフラッシュATA

カードへ保存し、作業終了後に 50HR本体からフラッ

シュATAカードを取り外して、カードリーダーを経由し

てパソコンへデータを取り込み、レポートを作成してい

ます。データ収録周期が任意に設定でき、かつ目視測定

より正確に装置の状況を把握できるようになりました。

なお、内蔵バッテリを装備しておけば、瞬停によるデー

タ保存中断の危険性を回避できる点についても高い評価

をいただいています。　　　　　　　 　　　　　　　■
図1　50HRの外形、寸法、質量（本体のみ）

図2　50HRの構成図
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交流と実効値

　我々が身近で使用する電気としては、乾電池、蓄電

池などから供給される直流（方向と大きさが常に一定

の電圧）と一般家庭のコンセントに電力会社から供給

される（単相）交流（時間とともに正弦波状に方向と大

きさがサイクリックに変化する電圧）の2種類があり

ます。

　直流と交流の大きさの関係を理解するために、白

熱電球（抵抗負荷）を光らせる場合を考えてみましょ

う。電球を同じ明るさに光らせるには、直流でも交流

でも同じ大きさの電力が必要であって、定格が100V

の電球に100Vの直流電圧を加えたときと同じ明るさ

で、その電球を交流によって光らせるためには、100

×√2＝141（V）の振幅の交流電圧が必要です。ところ

で、実質的に同じ効果を生ずる直流電圧と交流電圧

の大きさは、共通の値で表現するのが便利ですから、

直流100（V）と実効的に同一な、振幅141（V）の交流電

圧を「実効値100Vの

（交流）電圧」と表現

します。家庭のコン

セントで得られる交

流 100V はこの実効

値で表現されていま

す（図1）。

位相差と力率

　抵抗以外に、コイル（インダクタンス）やコンデン

サ（キャパシタンス）が存在する機器（負荷）に交流電

圧eを加えると、流れる電流との間に位相差φが生

じます。インダクタンス性（インダクタンス＋抵抗）

負荷に流れる電流i Lは、eに対して遅れ位相になり

ます（図2）。

　直流の場合、

電圧Vと電流I

を掛けたもの

を電力といい

ます。

　P ＝ V・I

　電圧の単位はV（ボルト）、電流の単位はA（アンペ

ア）、電力の単位はW（ワット）です。

　交流の場合は、変動サイクル全体に渡って瞬時電

圧と瞬時電流の積を求め、それを平均したものを有

効電力（実効電力または単に電力）と定義し、（1）式の

ように表します。

　P＝Ve・Ie・cosφ　…（1）

　Veは電圧の実効値、Ieは電流の実効値で、Ve・Ie

を皮相電力（単位はVA：volt-ampere、ボルトアンペア）

といいます。

　ここに示されているcosφを力率と呼びます。φは

電圧と電流の位相差です。

　直流にはその本質からいって位相はありませんが、

交流には位相があります。電圧と電流の位相差が大

きくなると力率が小さくなります。

　ヒータや白熱電球などの抵抗負荷では、力率は 1

（φ＝0、位相差ゼロ）なので、直流と交流の電力は同

じ式で表されます。蛍光灯やモータなど、コンデンサ

（キャパシタンス）やコイル（インダクタンス）の負荷で

は、電圧と電流の間に進みまたは遅れの位相差が発

生するため、有効電力だけでなく無効電力（単位は

var：volt ampere reactive、バール）が生じます。コンデ

ンサやコイルでは電力を消費しませんが、電力のや

り取りは行われます。このやりとりによって配電線

で電力は消費されますから、位相差が大きいほど電

力を有効に利用できないことになります。

　どれだけの電力が有効に使われたかを表す比率が

力率（cosφ）です（図3）。

　コイルに交流の電圧を加えると、電流の位相は90°

遅れます。モータなどのインダクタンス負荷では位相

が遅れます。

遅れとは電圧

に対して電流

の位相が遅れ

るという意味

です。φの値

はプラスにな

ります。　■

【（株）エム・システム技研　開発部】

図1　直流と交流の100V

図3　皮相電力－有効電力－無効電力
（遅れ位相の場合の図）

図2　電圧と電流の波形
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眠くならない実習主体の勉強会眠くならない実習主体の勉強会

大阪／東京MKセミナー受講者募集

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

大阪／東京MKセミナー受講者募集

大阪会場

 （株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

   開催時間  9：30～17：00

　お申込み および お問合せ先：
  （株）エム・システム技研  （本社セミナー事務局 担当：井上）
    TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選び
いただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

受講料無料受講料無料受講料無料

簡単な回路から電流・電
圧・抵抗を測定してオーム
の法則を学習

代表的な計装用信号変換
器の役割と特性をパソコン
の画面を見ながら学習

Webブラウザ対応クライア
ント ／サーバシステム
「SCADALINX」を使って、
HMIパッケージソフトの立ち
上げから画面や構成の説
明と簡単なシステム構築ま
でを学習

温度を制御対象にした実
習教材とパソコンを接続し、
画面に表示される測定値、
出力値の変化を観察しなが
らP・I・D制御動作を学習

オームの法則

 大阪会場（関西支店）日程  東京会場（関東支店）日程

ス キ ャ ダ リ ン ク ス

東京会場

変換器の
アプリケーション

SCADALINX

PID制御の基礎

コース名 内　容

5月23日
（火）

5月24日
（水）

5月25日
（木）

5月30日
（火）

5月31日
（水）

5月17日
（水）

5月18日
（木）

5月16日
（火）

5月10日
（水）

5月11日
（木）

7月11日
（火）

7月12日
（水）

7月13日
（木）

7月19日
（水）

7月20日
（木）

7月5日
（水）

7月6日
（木）

7月4日
（火）

7月26日
（水）

7月27日
（木）

6月6日
（火）

6月7日
（水）

6月8日
（木）

6月2日
（金）

6月28日
（水）

6月29日
（木）

6月27日
（火）

6月30日
（金）

 （株）エム・システム技研 関東支店
 （東京都港区港南2-12-32　サウスポート品川11F）

　開催時間  9：30～17：00

   お申込み および お問合せ先：
  （株）エム・システム技研  （本社セミナー事務局 担当：井上）
    TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

2006年6月13日（火）変換器のアプリケーション

2006年6月14日（水）オームの法則

2006年6月21日（水）SCADALINX

2006年6月22日（木）PID制御の基礎

眠くならない実習主体の勉強会眠くならない実習主体の勉強会

名古屋MKセミナー受講者募集名古屋MKセミナー受講者募集
お客様のご要望にお応えして、名古屋にて臨時MKセミナーを開催します。

お申込みおよびお問合せ先お申込みおよびお問合せ先：（株）エム・システム技研（株）エム・システム技研 中部営業部（担当：佐合中部営業部（担当：佐合（さごう）（さごう）） TEL.052-936-2901TEL.052-936-2901／FAX.052-936-2932FAX.052-936-2932

名古屋MKセミナー会場：名古屋市東区葵 3丁目15番31号
 （住友生命千種ニュータワービル7階会議室）
● 地下鉄東山線「千種」下車、徒歩1分　● JR中央本線「千種」下車、徒歩1分

開催時間：10:00～17:00

ス キ ャ ダ リ ン ク ス

● セミナー内容は大阪・東京会場と同様です。

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。
　 定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

● セミナー内容は大阪・東京会場と同様です。

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。
　 定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

JR
千
種
駅

JR
中
央
本
線

至
大
曽
根

至藤ケ丘
地下鉄東山線

地下鉄千種駅至名古屋

中部営業部

駐車場

住友生命
千種第2ビル

住友生命住友生命
千種第千種第3ビルビル

住友生命
千種第1ビル

「住友生命千種ニュー
タワービル」は、エム・
システム技研 中部営
業部の隣のガラス張
りのビルです。

住友生命
千種第3ビル

住友生命千種住友生命千種
ニュータワービルビル
住友生命千種住友生命千種
ニュータワービルビル

受講料無料受講料無料受講料無料
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